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★ 会長挨拶          ★ 長谷川 輝幸会員      ★ 木曽 秀行会員 

会長の時間 

大西 淳滋郎 

皆さん、こんにちは。地区研修協議会では本当に大勢のメンバーに御世話になりました。心よ

り感謝致します。これからも、矢野ガバナーの任期終了まで宜しくお願い致します。 

５月１３日は、「母の日」です。お母さんに感謝する日です。私は母が６５才の時に亡くなりま

した。今では仏壇の前に花をお供えすることぐらいしか出来ません。生前には照れくさくて感謝

の言葉を伝えることが出来ませんでした。特別なプレゼントをまだ用意していない人も、なんだ

か照れくさくて毎年スルーしている人も。感謝の言葉を伝えるプレゼントは如何でしょうか？我

が家では、母の日に感謝を口に出すだけではなく、娘の誕生日にも娘の口から妻に『生んでくれ

て有り難う』の感謝の意を伝えさせております。 

そこで、今日は「ありがとう」の言葉について考えてみたいと思います。皆さん、ありがとう

の反対の言葉は何だと思いますか？それは「あたりまえ」だそうです。皆さんはお分かりでした

でしょうか？私達は日ごろの生活を送るなかで、たくさんの事を当たり前として、過ごしてしま

っています。例えば、ご飯を食べること、暖かい布団に入って寝ること。他にも、自分が今生き

ていることや、当たり前のように一緒に家族がいることなど、すべてが当たり前で、特別な事と

は、なかなか思うことが出来なくなってしまっているのではないでしょうか。 

 『ありがとう』という心が起るのは、それが当たり前ではないことに気付くことがなければ、決

して起こることのない心なのです。しかしながら、悲しいことに私達は、当たり前と思っている

ことが、当たり前でなくなるまで、なかなか気づくことが出来ないのかもしれません。当たり前

と思って過ごしている人生では、幸せが当たり前となり、幸せの中に居ながら、幸せを頂く心の

アンテナがだんだんと閉じてしまうのかもしれません。それは人間にとって一番不幸なことなの

です。ありがとうではなく、当たり前としか受け取ることができなかった自分に気づき、今自分

の周りにあるたくさんの当たり前でないことを、しっかりと見つめていくことで、本当の幸せを

いただけるのではないでしょうか。言葉で『ありがとう』というのは簡単です。「人に親切にさ

れたら、ありがとうと言いましょう」という、昔からの道徳も、その言葉自体が大切なのではな

く、そこに当たり前でないという感謝の思いが必要であるということでしょう。 

 日々、生きていること、生かされていることに感謝を忘れてはいけませんね。そして、目の前に

いるもの、あるものにできるだけ感謝の気持ちを伝えながら生きていきたいですね。ありがとう

は奇跡の連続なのです。悔いを残さないように生活していきましょう。会長の時間を終わります。 


